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/要旨 第 次南極地域観測隊ドームふじ越冬隊は 年 月 日から
















は じ め に
第 次南極地域観測隊ドームふじ越冬隊（以下， 次ドーム越冬隊と記す）は 年
月 日から 年 月 日までドームふじ観測拠点（南緯 °′″，東経 °′″
標高 ，氷厚 ± ，年間平?気温－ °，最低気温－ °）に滞在し，雪氷・
気象・宙空の観測を実施する一方，新掘削場の建設作業を実施した．この建設作業は 次
隊による外装工事を主体した建設作業（依田， 齊藤・木下， ）を引き継ぎ，新掘

















－ °から－ °の低温下での作業であったため， 時間以上続けて作業することが難し
く， 日の作業時間は午前中に 時間，午後は 時の休みをはさんで 時間ずつの合計 時
間を基本とした．それで合計作業量は 時・人となった．完成した新掘削場の掘削孔に
深層ドリルを入れ，深層掘削が開始できるようになったのは 年 月 日であった．
日後の 月 日に 次ドーム航空隊 名がドームふじに到着したので，間際ではあっ
たが予定通りに深層掘削準備作業が完了したことになる．完成した新掘削場の機器配置を




年 月 日から 月 日まで作業を実施し， 次隊が 深（深度は 次隊
が決めた 年 月の基準雪面からの深さ）でスタックさせたケーシングパイプ 本す
べてを回収した．当初，スチームドリル（ 次隊地学部門が搬入したものを借用）の先端







た（作業は全員で実施）．作業初日の 月 日には 時間作業で新掘削場内の雪面から





ケーシングパイプ引き上げ 月 日～ 月 日
掘削孔拡幅 月 日～ 日
ケーシングパイプ挿入 月 日～ 月 日
ウインチ移設（移設用スロープ造成，ドリル作
業室西側の土留め作業を含む）
月 日～ 月 日
床造成 月 日～ 月 日
マスト起倒用 ピットの造成
および ピット内の整備




月 日～ 月 日
机の製作 月 日～ 月 日
マストおよび小型門型クレーンの設置 月 日～ 月 日，
月 日～ 日， 日
リフター設置 月 日～ 日（西側）
月 日～ 日（東側）
ウインチ稼働テスト 月 日～ 月 日
チップ回収機吊り下げ用ウインチの設置 月 日， 日
深層ウインチのケーブル巻き換え 月 日， 月 日，
， 日
深層ドリルの組み立ておよびマスト調整 月 日， 日～ 月
日






日午後 時から融解作業を再開し， 月 日午前 時まで連続 時間作業で 深まで
融解させた．作業を中止した理由は，ボイラー能力が再び低下しスチームドリル先端部か
らスチームが凍結し，パイプ内部も凍結したためである（ 月 日午後 時から 日午前
時までの平?外気温－ °，最高外気温－ °，最低外気温－ °）．新掘削場雪面か
らケーシングパイプは， 深（ 次隊の基準雪面では 深に相当）まで入ってい
るので，残った深さは であった．この作業でボイラー内に大量のすすがたまり，この
スチームドリルをさらに継続して使用することが困難な状況となった．それでケーシング





掘削場照明（ハロゲン灯）設置 月 日～ 日
新コントロール室照明設置および電気配線（ド
リル作業室からの配線含)
月 日～ ， 日，
月 日～ 日， 月 日，
～ 日， ～ 日
ドリル作業室分電盤交換および配線
φ
月 日～ 日， 日
～ 日
月 日～ 日
ウインチ配線 月 ～ 日
排気設備（ダクトファン）設置およびダクト工
事
月 日， ， ， ，
， ～ ， ， 日，
月 ～ 日
月 日～ 日






月 日～ ， 日，
日～ 日， 月 日





































パイプの下端 深から赤いエタノールがしみ出すことを確認した（ 月 日）．つまり
最後の融け残し積雪 を暖めたエタノールが通過することがわかった．その後 日に
もエタノールを 注入し，電動チェーンブロックで引き上げを試みたが，依然パイプは
引き上がらなかった．それで °に暖めた灯油（ ）を約 ， 深から投入した．
その後電動チェーンブロックで再び引き上げを試みたが，パイプは引き上がらなかった．





























作業は浅層ドリルとリーマー（掘削孔拡幅機）を使用して， 月 日から 日まで実施
した．初めに浅層ドリルを掘削孔に入れ，パイロット孔を掘ることから開始した．浅層ド





リーマーによる掘削孔の拡幅作業は， 次隊が使用した第 リーマーに 次隊で持ち
込んだ孔径 用カッター， 厚のシュー，専用大口径用アンチトルクブレード






実施）．掘削孔は， 深まで直径 に拡幅したが， 深までは直径
（ 次隊が第 リーマーを使用して拡幅）， 深までは直径 （ 次隊が第 リー
マーを使用して拡幅）， 深までは直径 となっており， 長の
孔を確保したことになる．第 期ドームふじ観測計画で用いる深層ドリルは，アンチトル
南極ドームふじ観測拠点での新掘削場の建設








関連する作業も含めて， 月 日から 月 日まで実施した．ケーシングパイプ引き抜
き作業で使用した門型支柱に電動チェーンブロック（定格荷重 トン）をつり下げて，ケー
シングパイプストッパー（ 次隊持ち込み）によりケーシングパイプ（有効長 ）を
本ずつ掘削孔に入れた（図 ）．初めの 本は直径が若干細い 次隊の残置品（平?外
径 ），残りの 本は 次隊の残置品（平?外径 ）を使い， 深まで入
れる予定であったが， 本目を 深入れた所で突然パイプが入らなくなった．止まった
時のパイプ末端部の深度は 深だったので，予定よりも 上で停止したことに






































定格荷重 トン，商品名「タイガージャッキ」（型式 ），米国製） 台で持ち上
げ，ウインチ下部に単管を差し込んだ．造成したスロープの横方向に角材，縦方向に単管
をおき，単管の上にウインチを滑らせた．移設作業は水平引き用ウインチ（定格荷重 ト
ン，育良製 型）で引きながら 人でウインチを押す方法で実施した（図 ）．新掘
削場までの （高低差 ）の移動に 時間 分程度かかった．人員配置は，作業全





この土留め作業は 月 日～ 日に実施した．移設したウインチの仕様詳細は，藤井ら
（ ）に記載されている．
床造成
作業は 月 日から 月 日まで実施した．月曜から土曜午前まで，ほぼ毎日 -名で
作業を行い，総作業量は 人・日であった．床基礎の造成作業状況を図 に示す．新掘
削場床面から 下に厚さ の道板を水平に置き，その上に半割角材（ ×






















正角材（ × と × ）として造成した．ウインチの基礎部では





に， × × の木材を縦につないだ（掘削場の長手方向に平行に 本，
角材間は鉄製小型プレートとボルトで留めた）．この木材を基準として幅 のマスト
起倒用 ピットの位置を決め，周りを × × の木材で囲み，基準
の木材と × × の木材でつなぎ，ボルトで固定した（図 参照）．
門型クレーンの基礎については， - 年の掘削では 次隊機械部門搬入の小型門型
クレーンを使用することにしたので（ 節参照），この小型門型用（ ピット中央から




図 ウインチとマストとをつなぐ基礎材の構造（ 月 日)












図 に示す位置にマスト起倒用の ピットを造成した．造成状況を図 に示す．作




















作業は 月 日から 月 日まで一人（高橋暁）で実施した．造成した階段の状況を図







作業は 月 日から 月 日まで一人（高橋暁）で実施した．製作した机は，新掘削
場全体図（図 ）に示すように東側に机 （長さ ，幅 ，高さ ），西側の北
から机 （長さ ，幅 ，高さ ），机 （長さ ，幅 ，高さ ），
机 （長さ ，幅 ，高さ ），机（長さ ，幅 ，高さ ）であっ
た．また，旧掘削場内には机 とつなげてコアの一時貯蔵も兼ねて幅 の机（長さ
，幅 ，高さ ）を作った．新掘削場と旧掘削場とをつなぐ机 を図 に示す（こ
の写真に右側にはドリル作業室端で施工した「土留め」が写っている）．これらの机は
図 造成した階段（ 月 日)
南極ドームふじ観測拠点での新掘削場の建設
ごとに足をつくり，その上に半角材（断面 × ）を 本渡し，さらに
厚のランバーコア合板を固定する構造を基本とした．
マストおよび小型門型クレーンの設置
マストの組み立て作業は 月 日から 月 日まで実施した．マストは全長で





（図 参照）．この門型クレーンでは高さが足りなかったので，図 に示すように 型ア






てマストが鉛直に立ったのは 月 日であった（図 ）．
亀田貴雄ら
図 新旧掘削場の間に位置する机 の状況（西側）．左側に土留め（ 月 日)
図 マストおよび小型門型クレーン（ 月 日)
図 小型門型クレーンのかさ上げ部（ 月
日)
図 鉛直に立ったマスト（ 月 日)
南極ドームふじ観測拠点での新掘削場の建設
リフター設置
新掘削場のリフタ （ー㈱トーヨーコーケン製マイティパワー 型，積載荷重 ，揚
程 ，単相 ・ のモーター使用，ロープ速度 /）は当初新掘削場西側に
設置した．これは 月 日から 日までの作業であった．新掘削場床面でのリフター用








一方，東側のリフター用の雪洞造成作業は 月 日から 日，リフター設置作業は
月 日から 日まで実施した．リフターは，前述の西側に設置したものを移設した．新




























































作業は 名（コントロール室でのウインチ操作 ，ウインチ巻き取り状況の監視 ，マス
ト下でのディスクブレーキおよびケーブル管理 ，ケーブル巻き換え機およびケーブル管









































掘削場内の照明としてマルチハロゲン灯（ φ ， ）を設置した．長さ の
掘削場に約 間隔で 灯設置，照明器具は掘削場天井中央フレームパイプに 型チャン
ネルおよびホースバンドを使用して取り付け，電源はドリル作業室動力盤（生活用発電機
・ 号機から供給 φ ）の ブレーカーをスイッチ兼用とし配線を行った．なお，
ハロゲン灯を一旦消灯すると再点灯まで約 分程度の冷却時間が必要であり，消灯後すぐ
にブレーカーを投入しても点灯しないので注意が必要である．また，生活用発電機運転よ








) ドリル作業室分電盤より（ φ 生活用発電機から受電 図 ， ）
新掘削コントロール室コンセント（ カ所），新コントロール室照明
) ドリル作業室動力盤より（ φ 生活用発電機から受電 図 ）
ドリル電源（予備）
) 号発電機分電盤より（図 ， ， ）
φ ドリル電源，ホイスト電源，ウインチモーター電源
φ 新掘削コントロール室コンセント（ 箇所 赤マーキング有），ダクトファン電源
) その他
















































































































幅が の場合，最低両側に ずつかかる必要があるので，ふたの幅は とな
る（ 次隊の施工例）．しかし，マスト下端にはボルトの頭のでっぱりとふたの蝶番がある









































ブルが邪魔になる可能性が高く，そのため 年 月 日から 日まで旧掘削場に設置
されていた深層用ウインチシステム（ウインチの最大巻き上げ荷重 トン，ケーブル破




















年 月 日， 次ドーム航空隊 名はドイツ連邦共和国のアルフレッド・ウェー
ゲナー極地海洋研究所（ ）が所有するドルニエ 型航空機（ ）で
（ 滑走路の風下側の位置は， °′， °′， ）に着陸した．
出迎えた 名の 次隊員（大日方，栗崎，中野）とともに雪上車 台で ルート
図 旧掘削場におけるケーブル保持状況
南極ドームふじ観測拠点での新掘削場の建設
（ ）を通り，ドームふじ観測拠点に到着した（ 月 日）．
その後，彼らを中心に深層ドリルやウインチシステム，コア現場処理等の最終調整を行い，
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